
             いじめ防止基本方針    埼玉県立寄居城北高等学校 
はじめに 

 いじめはどの学校でも、どの生徒にも起こり得る問題であり、生徒の心身の健全な発達に重大な影響を及ぼし、

不登校や自殺、殺人などを引き起こす背景ともなる深刻な問題である。また、だれもが被害者にも加害者にもなり

得るものであり、生徒の力だけでは解決が難しい問題でもある。 

 本校は、いじめを絶対に許さないという理念に基づき、生徒が安心して学校生活を送ることができ、規則正しい

態度で授業や行事に主体的に参加・活躍でできる学校づくりを目指す。 

 いじめ問題を解決していくためには、未然防止、早期発見、迅速かつ的確に取り組むことが重要である。生徒を

健やかな成長へと導くことは、寄居城北高校教職員の責務と考え、ここにいじめ防止対策基本方針を定める。 

第１ いじめの未然防止のための取組 

（１）いじめの定義 

 個々の行為が「いじめ」に当たるか否かの判断は、表面的・形式的に行うことなく、いじめられた児童生徒の立

場に立って行うものとする。「いじめ」とは、「当該児童生徒が、一定の人間関係のある者から、心理的、物理的

な攻撃を受けたことにより、精神的な苦痛を感じているもの。」とする。なお、起こった場所は学校の内外を問わ

ない。 

 いじめの４様態 

 
 加：いじめ加害の認識有 

 被：いじめ被害の認識無 

 （被害認識度）    Ｃ 

加：いじめ加害の認識有 

被：いじめ被害の認識有 

Ａ 

            Ｄ 

 加：いじめ加害の認識無 

 被：いじめ被害の認識無 

Ｂ 

加：いじめ加害の認識無 

被：いじめ被害の認識有 

         （加害認識度） 

 

○いじめ集団の四層構造モデル 
 群 衆 ‥ 周りではやし立てる生徒。手出しをしていないが、いじめと同等である。 
 傍観者 ‥ 見て見ぬ振りをする生徒。被害者からは、いじめの暗黙の支持者としてうつる。 
○いじめの４様態 
 Ａの場合（加害生徒・被害生徒ともにいじめ加害・被害の認識有） 
例 加害生徒は持ち物を隠したり、弁当を食べてしまったり、いじめ行為と認識した上で嫌がらせを行い、被害生徒がそれを苦痛に感じてい

る。 
 Ｂの場合（加害生徒にいじめ加害の認識無、被害生徒にいじめ被害の認識有） 
  例 加害生徒は会うたびに殴ったり、蹴ったりと一方的に暴力行為を行うが、それは仲間同士の遊びのうちだと思っている。しかし、被害

生徒はそれを苦痛に感じている。 
 Ｃの場合（加害生徒にいじめ加害の認識有、被害生徒にいじめ被害の認識無） 
  例 加害生徒はインターネット上に被害生徒の悪口を書いたり、無断で写真を撮り、載せたりしていた。しかし、被害生徒はその事実を知

らなかった。 
 Ｄの場合（加害生徒・被害生徒ともにいじめ加害・被害の認識無） 
  例 加害生徒は、便所に閉じ込めたり、会うたびに暴力を振るったりと一方的に嫌がらせを行っているが、それは仲間同士の遊びのうちだ

と思っている。被害生徒も性格的にそれを許容してしまっている。しかし、まわりから見ると、一方的であり、明らかに行き過ぎた行

為としていじめに見える。 

（２）いじめの防止 

 いじめはどの生徒にも起こりうるという事実を踏まえ、全生徒を対象にいじめの未然防止に取り組む。いじめ防

止の基本的な取組として、生徒のコミュニケーション能力を育成するとともに、規律正しい態度で授業や行事に主

体的に参加・活躍できるよう授業・集団づくりを行う。また、集団の一員としての自覚や自信を育むことにより、

互いを認め合える人間関係をつくる。さらに、自ら命を絶つ事故についてもいじめとの関連性が指摘されることが

ある。どんなことがあっても死を選んではいけないという姿勢をはっきり示し、生命を大切にする指導を強力に推

進する。 

ア 教師の言動・姿勢 

（ア） 生徒の悩みを親身になって受け止め、生徒の出すサインを、あらゆる機会を捉えて見逃さない。 

（イ）自分の学級や学校でも深刻ないじめ問題が発生しうるという危機意識を持つ。 

（ウ）いじめられている生徒を守り通すことを最優先に指導、支援する。 

（エ）日常の教育活動を通して常に生徒との信頼関係の醸成に努める。 



（オ）日ごろの発言や指導においていじめの発生を許容しない、いじめの土壌をつくらない雰囲気づくりを行う。 

イ 学級経営 

（ア）生徒が安心して学校生活を送ることができるよう配慮し、一人一人の居場所づくりにも配慮する。 

（イ）生徒が、クラスの一員としての役割を果たせる学級経営を心掛ける。 

ウ 学習指導 

（ア）学ぶ意欲を持たせる、わかる授業を心掛ける。 

（イ）授業改善に努め、生徒一人一人の参加意識を高める。 

第２ いじめ早期発見への取組 

 本校は、いじめを絶対に許さないという理念に基づき、生徒が安心して学校生活を送ることができ、規則正しい

態度で授業や行事に主体的に参加・活躍でできる学校づくりを目指し、全職員が以下の取組を実践していく。 

（１）いじめは目に付きにくい時間や場所で行われたり、遊びやふざけあいを装って行われたりするなど、教師が

気付きにくく、また判断しにくい形で行われることが多い。そのため、ささいな兆候であっても、「いじめかもし

れない」との疑いを持って、早い段階から的確に関わりを持ち、いじめを積極的に認知していく。日頃から生徒の

行動を見守り、信頼関係の構築に努め、生徒が示す変化や危険信号を見逃さないようアンテナを高く保つ。 

（２）学年会議で、生徒状況について情報交換を行う。他学年にわたる懸念案件がある場合には学年主任をとおし

て情報交換する。それら案件は企画委員会に報告する。 

（３）いじめ防止委員会は、生徒対象の学校生活アンケートを年３回（５月、１０月、２月）実施する。 

（４）いじめ防止委員会は、保護者対象の学校生活アンケートを年２回（６月、１２月）実施する。 

第３ いじめの早期解決への取組 

 いじめの発見・通報を受けた場合には、教員が個人で判断することや、一部の教員で抱え込むことがないよう、

速やかに組織的に対応し、被害生徒を守り通すとともに、加害生徒に対しては、当該生徒の人格の成長を旨として、

教育的配慮のもと、毅然とした態度で指導する。これらの対応について、教員全員の共通理解、保護者の協力、関

係機関・専門機関との連携のもとで、次の点に留意して取り組む。 

（１）生徒への対応 

ア 加害生徒への指導 

  いじめの内容や関係する生徒について十分把握し、人権の保護に配慮しながら、いじめが人間の生き方として許

されないことを理解させ、直ちにいじめをやめさせる。 いじめの内容によっては、警察等との連携を図る。 

イ 被害生徒への支援 

 「いじめられる側にも問題がある」という考え方で接することのないように留意する。生徒のプライドを傷付け

ず、共感的態度で話を親身に聴く。また、日頃から温かい言葉掛けをし、生徒との信頼関係を築く。 

ウ 観衆生徒（周りではやし立てる生徒）への対応 

  はやし立てることなどは、いじめ行為と同じであることを理解させる。また、被害生徒の気持ちになって考えさ

せ、いじめの加害生徒と同様の立場にあることに気付かせる。 

エ 傍観生徒（見て見ぬふりをする生徒）への対応 

  いじめは、他人事でないことを理解させ、いじめを知らせる勇気を持たせる。また、傍観は、いじめ行為への加

担と同じであることに気付かせる。 

オ 集団（学級や部活動など）への対応 

  いじめは許さないという断固たる教師の姿勢を示すとともに、様々な個性を認め合い、集団の一員としての自助・

共助・公助の気持ちを醸成させ、連帯感を高める。 

（２）保護者への対応 

 いじめ発見の際は、家庭との連携を図り、学校の取組の情報を速やかに家庭に伝え、今後の指導や防止に活かす。 

（３）他校との連携 

 いじめに係る内容において他校生徒が関わる事実があると思われるときは、当該校への通報等適切な措置をとる。 

（４）所轄警察署との連携 

 いじめが犯罪行為として取り扱われるべきものであると認めるときは、所轄警察署と連携してこれに対処する。 


